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シ ョー トノ ー ト

"点字力"の 可能性

一多文化共生社会における点字の役割一

広瀬浩二郎(国 立民族学博物館)

　本稿の目的は 「点字=視 覚障害者用の特殊な文字」という固定観念を打破することである.点 字の

特徴 として以下の二つを挙げることができる.

　① 「少ない材料から多 くを生み出す したたかな創造力」:わ ずか6個 の点の組み合わせで 日本語の

仮名はもちろん,数 字,ア ル ファベット,さ らには音符 まで表せること.② 「常識にとらわれないし

なやかな発想力」:文字 は線で表現するという晴眼者(マ ジョリティ)の 論理にこだわらず,触 覚に

よる読み書きに適 した文字 として提案 されたこと.点 字に込められた創造力と発想力,そ してそれを

社会に発信するエネルギーの総称が"点 字力"で ある.本 稿では視覚障害者文化の観点か ら"点 字力"

を理論化する.

　まず"点 字力"を 具体的に分析するための第一の課題は,視 覚障害者の文字としての点字の歴史 と

役割を跡付けることである.そ の議論 を基礎 としつつ,本 稿後半では触覚を利用 したサインとして点

字を再評価する.全 体を通 じて,幅 広い視点から点字の新たな可能性に迫 りたい.結 論では,多 文化

共生社会をめざす21世 紀の日本にとって"点 字力"が 持つ意味について言及する.

キーワー ド　 点字力,ル イ ・ブ ライユ,触 覚,多 文化共生,視 覚障害者文化

Various Possibilities of  "Braille Power":

In Search of the Roles of Braille in the Multicultural Society

Kojiro  HIROSE (National Museum of Ethnology)

  The purpose of this paper is to propose that Braille is not a writing system only for the visually 
impaired. We can point out two special qualities of Braille as follows: (1) outstanding creativity that 
allows many things to be expressed by very few elements—Braille uses different combinations of merely 
six dot positions to express Japanese kana (the phonetic alphabet of Japanese), numerals, the Roman 
alphabet and even musical notes; (2) flexible, unconventional inventiveness—Braille is not bound by 
the linear writing style that is logical for people with sight, and it provides symbols for reading and 
writing through the sense of touch. What I call  'Braille power' is the integration of the creativity and 

inventiveness we find in Braille, and the energy to send it out into society. In this paper, I will theorize 
 `Braille power' as a culture of the visually impaired . 

  In this paper, first I trace the history and role of Braille as letters for the visually impaired so that I 
can make a clear analysis of  'Braille power'. Second, I reevaluate Braille as a system of tactile symbols 
for all people. Throughout the paper, I investigate new possibilities of Braille. 

  In conclusion, I discuss the significance of  'Braille power' for Japanese multicultural society in the 
21st century.

Key words: Braille power, Louis Braille, the sense of touch, multiculturalism, culture of the visually 

         impaired
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1.は じめに一 「点字の展示」がめざ したもの一

　2009年8月13日 ～11月24日,国 立民族学博物

館において企画展 「点字の考案者ルイ ・ブライユ生

誕200年 記念 『…点天展…』」が開催された.13歳

の時に失明 し,以 来30年 近 く点字を使っている私

は,視 覚障害の当事者 として,さ らには障害者文化

を研究す る人類学者 として本展の企画 ・運営に携

わった.

　企画展のテーマは,視 覚障害者の文字,社 会参加

のためのツールである点字の歴史 と現状を概説 し,

点字の市民権拡大を図ることである.こ の目標に関

しては,い ささか自己満足ではあるが,予 想以上の

達成感を得ることができた.各 種新聞で 「点字二視

覚障害者のための文字」の意義をたくさんの人々に

伝える展覧会 として本展が取 り上げられた.来 館者

のアンケートでも 「点字の仕組みや視覚障害者の生

活を知ることができ勉強になった」 という感想が多

く,幅 広い来館者から本展が好意的に受け入れられ

たことがわかる.た だし 「伝える」「勉強になった」

な どのコメントは,見 常者1)中 心の社会にあって点

字がまだまだマイナーなものであることを逆説的に

示 しているともいえる.

　医学の進歩により,今 後ますます視覚障害者の数

は減少するだろう.ま た,パ ソコン等の普及で若い

視覚障害者の 「点字離れ」が進行 し,一 方では中途

失明者の点字習得の困難さも指摘されている.こ の

ような状況下,視 覚障害者用の文字である点字の未

来はどうなるのか.私 自身は22世 紀にも点字が生

き残ることを確信 しているが,そ のためのキーワー

ドが"点 字力"な のである.

　 本稿では企画展の成果も踏まえっつ,ま ず視覚障

害者文化 としての点字の重要性を再確認する.そ の

際,「by　the　blind」「for　the　blind」「of　the　blind」 の

3方 向か ら分析を試みる,そ して最後に 「from　the

blind」の視点から,点 字が見常者にもたらすもの,

「さわる文字」の今 日的存在価値を考察する.2節

～5節 の論述を通じて,私 が提唱する"点 字力"と

いう新概念を理論化し,多 文化共生社会における点

字の役割を展望 したい.

2.「by」 一 だれが点字を創ったのか一

　点字の第一の特徴 は,視 覚障害者が自らの経験

と知識を活か して創造した触覚文字だ という点で

ある.点 字考案以前の盲教育においては凸字(浮 き

出 し文字)が 使用 されていた(大 河原,1987).世

界最古の盲学校であるパリ訓盲院の創設者バランタ

ン ・アユイは視覚障害者 と見常者が同じ文字を読み

書きすることを重視 し,ア ルファベットの凸字によ

る教科書を製作 した.日 本最初の盲学校である京都

盲唖院でも木刻文字や蝋盤文字が使われていた2).

　 日本でも欧米でも開設当初の盲学校では見常者の

教師が大半であり,彼 らにとって墨字3)を凹凸化し

た教材は扱いやすいものだった.社 会の多数派であ

る見常者 と円滑に交流 ・通信するためには,視 覚障

害者が墨字を使うことが必要なのも確かだろう.し

か し,凸 字は触読に適 していなかった.さ らに,凸

字を用いて生徒がメモや手紙を書 くことはきわめて

困難だった.日 本では漢字を凸字にした明治10年

代の鍼灸 ・箏曲の教科書が残っているが,そ れら

を一文字ずつ解読 していた生徒の苦労は想像を絶す

る.

　アルファベットにしても仮名 ・漢字にしても,一

般に線による文字は視覚で認識しやすい.イ メージ

(像)と して瞬時に文字をとらえることができる視

覚に対 し,触 覚(指 先による触読)に は点を線 面

へと広げていく難しさがある.直 線 と曲線が不規則

に混在する墨字を習い覚えるためには,専 門的なト

レーニングが不可欠だった.そ のような時間と労力

を費やす教育実践が19世 紀の盲学校で行なわれて

いたことは評価できるが,凸 字による学習効果は点

字に比 して,は るかに劣っていた.

　ルイ ・ブライユ(1809～1852)は フランス軍の砲兵

大尉シャルル ・バルビエが考案 した暗号である 「夜

の文字」(ソ ノグラフィー)に ヒントを得て,試 行

錯誤の末に6点 でアルファベットや数字,さ まざま

な記号を書き表す方法を作 り上げた.点 を利用 した

触覚のコミュニケーションという意味では点字の

ルーツはバルビエのアイディァにあるわけだが,わ

ずか6個 の点の組み合わせで文字を表現する独創的

一71一



社会言語科学　第13巻 第1号

な配列表は,ブ ライユの才能と情熱によって完成さ

れた.こ こではブライユが当事者の実体験に立脚し

て,視 覚障害者が迅速かつ正確に読み書きできる触

覚文字を探究したこと,彼 の点字が見常者の教師た

ちに受け入れられるまでに長い年月を要したことを

強調 しておきたい(本 稿末の 「付録1」 参照).

　 ブライユが創出した6点 点字は,19世 紀半ばに

はヨーロッパ各国,米 国でも受容される.日 本でも

アルファベット点字を日本語の五十音に翻案する作

業が東京盲唖学校で進め られ,明 治23(1890)年11

月に教員 ・石川倉次(1859～1944)の 提案が採択 され

た.日 本点字制定から120年 が経つ今日でも,多 少

の表記法の変遷はあったものの,基 本的に石川が翻

案した仮名文字体系の点字が使用されている.

　石川自身は見常者だったが,彼 の案の採用を決め

た 「点字選定会」には複数の視覚障害者も参加 して

いた.日 本点字は,当 時の東京盲唖学校の教師 ・生

徒の叡知の集大成 ともいえよう(本 稿末の 「付録II」

参照).他 国に比べ日本では短時間で全国に点字が

普及しているが,そ の背景には石川をはじめ とする

盲教育関係者,あ るいは視覚障害者のパイオニアた

ちの努力があったことも忘れてはならない.

3.「for」 一 だれが点字 を使 うのか一

　点字は視覚障害者のための文字である.こ の大

原則を疑う人はいないだろう.と ころが近年,か な

らず しも大原則が当た り前のもの として通用 しな く

なっている現状が見受けられる.見 常者中心の社会

にあって,視 覚障害者は情報弱者である.社 会的弱

者 ともいえる彼 らへの情報保障 という点字本来の役

割を確認するために,大 正11(1922)年5月 に創刊

された 『点字大阪毎日』(現 『点字毎日』)4)の 「発

刊の言葉」を紹介 したい(本 稿末の 「付録HI」参照).

　 この 「発刊の言葉」は点字新聞紙上での掲載だっ

たため,見 常者の間ではほとんど知 られていない.

しか し,大 正デモクラシーの隠れた重要文献 とし

て高 く評価できるだろう.こ こから抜粋 して点字

のエッセンスを抽出すれば,「普通市民 と肩を並べ

て活動す るための知識,勇 気,慰 安 を盲人に与え

る」となる.『点字大阪毎日』の運動などもあって,

大正14(1925)年 の衆議院議員選挙法(普 通選挙法)

で点字投票が認められる.日 本は点字投票を制度化

した世界で最初の国である.

　点字新聞,選 挙などの例からもわかるように,第

二次世界大戦前の我が国は点字による情報保障 とい

う面で先進国とはいわぬまでも,け っして欧米に遅

れていなかった.そ んな日本の点字を取 り巻 く現況

はどうなっているのだろうか.本 節では 「案内板や

パンフレットなどにおける使えない点字,読 めない

点字表示の流布」「日本点字表記法の迷走」の二つ

にポイントを絞って論じてみたい.

　視覚障害者の大学進学率の推移を調べてみると,

戦後60余 年の間に点字使用者の 「完全参加 と平等」

が進展 しているのは明 らかである(広 瀬2005).

その背景には情報保障をめぐるハード,ソ フト両面

の変化があった.パ ソコンによる自動点訳に代表さ

れる技術革新,主 婦などを中心とする点訳 ・音訳ボ

ランティアの増加は,視 覚障害者の社会進出を助長

した.1990年 代以降 駅の券売機,公 共施設の案

内板などで点字を目にする機会が増えた.商 品のイ

メージアップを兼ねて,家 電製品や食品パックに点

字表示を入れるケースも珍しくない.所 用で来日し

た視覚障害関係の外国人は,一 様に日本の点字サイ

ンの充実ぶ りに感心する.

　バ リアフリー,ユ ニバーサル ・デザインが流行語

ともなり,点 字は 「だれにも優しい社会」のシンボ

ルとして位置づけられるようになった.こ の流れ自

体は基本的に歓迎すべきものである.し か し,「使

えない点字」が しばしば見 られることも指摘せねば

ならない.せ っか く点字案内板を設置しているのに,

板の高さや角度に対する配慮が足 りず,触 読 しにく

い場所に置かれている例は意外に多い.ま た,案 内

板への点字ブロックによる誘導がな く,高 価な触地

図が宝の持ち腐れになっていることもある.

　 昨今では点字が商売になるということで,多 種多

様な業者が点字ビジネスに参入するようになった.

多業者の競争により点字サインの質が向上し,価 格

も安 くなるのが理想だが,残 念なが ら現実には 「読

めない点字」の登場を惹起 している.点 字表記法を

きちんと学習せず五十音の一覧表を見ただけで安易
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に作られた点字入 りチラシ,点 が不鮮明なままプリ

ンターで大量印刷された点字パ ンフレットなどによ

く出会う.街 中のポス トやタクシーの点字シールが

逆さまに貼 られて暗号になっていたり,駅 の階段手

す り部分の点字が故意に削 られたり汚された りして

いる事例など,枚 挙に暇がない.

　「使えない点字」「読めない点字」の氾濫には,視

覚障害者 自身の責任もあるだろう.点 字が 「普通市

民 と肩を並べて活動するための知識 勇気,慰 安を

盲人に与える」ものだということを説得力を持って

語れるのは,や はり視覚障害者のみなのである.だ

れのための点字なのかを明示するためには,ユ ー

ザーが声を上げてい くしかない.言 い古された理念

だが,マ イノリティである当事者の立場を尊重する

のが 「だれにも優 しい社会」の大前提となることを

力説 したい.

　次に日本点字表記法の変遷 複雑化する点訳ルー

ルの問題を解説 しよう.石 川倉次が提案し,今 日で

も日本の視覚障害者が使用する点字は仮名文字体系

である.速 読性を重視する表音式表記を採用してい

るので,長 音符の使い方,助 詞の 「は」「へ」の扱

いが墨字と異なる.ま た,判 読しやすいように文節

ごとにスペースを挿入する分かち書きを行なう.た

とえば 「ぼ くわ口きょ一とえ口いきます」 となる.

分かち書きの規則は多岐にわたっているので(日 本

点字委員会,2001),こ こでは詳細を省略する.

　元来,仮 名文字体系の点字 と漢字 ・仮名混 じり

の墨字表記に 「違い」が生じるのは当然である.ス

ペース節約 も意識 して,1960年 代 までは分かち書

きをするだけで,句 読点を用いない点字表記が一般

的だった(日 本点字委員会,2007).今 でも年配の

点字読者の間では,読 点使用に反対する者が多い.

ところが最近,や や乱暴な要約をすると,点 字の表

記をできるだけ墨字に近づけようという傾向が強 く

なっている.そ の背景には技術革新 とボランティア

という前述 した日本社会の二つの変化がある.

　 1980年 代後半には,点 字で文章を書いていた視

覚障害者が,パ ソコン(点 字ワープロ)を 用いて墨

字文書を作成することが可能となった.従来の点字・

墨字の相互変換には,点 字のルールを熟知した見常

者のサポー トが必須だったが,現 在では点字ユー

ザーと点字を知 らない見常者がEメ ールで文字情

報をや り取 りするのが 日常化 している.ITが 視覚

障害者にもたらした恩恵は大きく,パ ソコンは情報

弱者のハンディを補 う武器 となっているのである.

視覚障害者が墨字に直接アクセスする機会が増えた

ことによって,点 字 と墨字の表記の 「違い」に戸惑

いを感じる人が多 くなった.若 い視覚障害者の中で

読点使用に反対する者はいないし,墨 字 との整合性

を重んじ,表 記法の一部改正を求める意見も出てい

る.

　一方,「正 しい分かち書 きのルール」の確立を願

うのが,全 国各地の点字図書館の蔵書などを製作す

る点訳ボランティアたちである.自 立語内部の切れ

続きなど,点 字ユーザーにとって大差のない問題で

も,「正 しい点訳」を心がけるボランティアには重

要であり,何 らかの答えが必要となる5).そ の結果,

点字表記法,と くに分かち書きのルールは細分化

し,点 字の普及を阻む要因ともなっている.た とえ

ば墨字表記において,仮 名と漢字の使い分けは筆者

の意思にある程度委ねられているが,「正 しい点訳」

には分かち書き上の自由度は存在 しない.

　 もちろん,点 字 と点訳の微妙な乖離に関してはボ

ランティアのみを責めることはできないが,か つて

なかった墨字ユーザーからの要望が,点 字の世界に

善悪両面の変更を迫つているのは確かである.こ れ

以上,点 字と点訳の相違,分 かち書きルールの細部

に踏み込むことは避けるが,す くな くとも視覚障害

当事者が読み書きしやすい点字,中 学生程度の初学

者でも親 しめる柔軟な点訳規則の定着を望みたい.

　 視覚障害者 と点字の関係を多角的に考える際,聴

覚障害者(ろ う者)た ちが手話を拠所としつつ 「ろ

う文化」を宣揚 している事例は一つの参考 となる,

近年,多 文化理解教育の一環 として手話を第二外国

語科目とする大学が徐々に増えている.手 話 と同様

に,点 字も福祉の枠組みとは一線を画する新 しい角

度からのアプローチが進むことが期待される6).手

話は言語 としての明確な位置づけができるが(亀

井,2009),日 本点字は日本語を書 き表すための文

字体系であるから,厳 密な意味での言語ではない.
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だが,も ともと点字は墨字 との 「違い」の上に成立

したものであることを再認識 し,そ の 「違い」を継

承する形で多文化理解教育における点字のプレゼン

スを高めていかねばなるまい.

4.「of」 一だれが点字を伝えるのか一

　点字は視覚障害者が保持してきた文化である.文

化 という表現はやや曖昧だが,点 字が視覚障害者に

とって唯一の文字であった時代には,多 くの先人た

ちが点字によって自己の世界観 人生観を鍛え,点

字に愛情 と自信を持って生きていた.昨 今,デ ジタ

ル録音図書の充実で音声による情報入手が容易 とな

り,ス クリーン ・リーダー(画 面読み上げソフト)

を駆使するインターネット利用 も一般化 している.

視覚障害者にとって点字は多様な情報入手方法の一

つの選択肢 とされ,そ の重要性は低下した.日 本だ

けでなく,「点字離れ」は世界各国の視覚障害者に

共通する現象 となっている.

　 とはいえ,視 覚障害者がじっくり読書しようとす

れば,自 分のペースで能動的に情報を獲得する手段

として,点 字に勝るものはない.ま た,日 常生活に

おける私的なメモなどでも,簡 単に書いて,す ぐに

確認できるという面で,点 字は便利である.能 動性

と簡便性が点字の最大の特徴であり,こ れは音声情

報ではカバーできない触覚文字の長所 といえよう.

紙媒体か ら電子媒体への更なる移行 は進むに して

も,点 字が完全に消滅することはないだろう.

　 しか し,能 動性 と簡便性だけでは文化 としてのア

ピールは弱いし,今 後の技術革新によって点字の長

所を乗 り越える画期的な機器が開発される可能性 も

大きい.で は,視 覚障害者の文化 として点字を伝え

てい く必要性はどこにあるのか.明 治期に書かれた

ある文章から 「視覚障害者の文字」 としての点字の

原点を探ってみよう.

　 神戸訓盲院(現 在の兵庫県立視覚特別支援学校)

の設立者 ・左近允孝之進(1870～1909)は,明 治39

(1906)年1月1日,日 本初の点字新聞 『あけぼの』

を発刊 し,全 国の視覚障害者に送った.左 近允は鹿

児島出身で,日 清戦争従軍後に全盲となった.彼 は

按摩 ・鍼灸の修業を続ける中で,視 覚障害者の教養

の低さを痛感 した.明 治後期の日本は,近 代国家の

仲間入 りをすべ く新 しい知識や技術を積極的に導入

していた.そ れらの情報は,当 時盛んに発行された

新聞を通 じて広 く国民に伝えられた.だ が,視 覚障

害者は文字を持たないために,一 般社会から排除さ

れていたのである.

　明治23(1890)年 に制定 された日本点字 に出会っ

た左近允は,訓 盲院設立と同時に,点 字新聞の発刊

を決意 した.20世 紀初頭の日本には,欧 米か ら輸

入された高価な点字製版機が2台 あるのみで,点 字

の刊行物は少なかった.左 近允は少年時代に鹿児島

で地元新聞社を見学 した経験に基づき,点 字活字に

よる印刷機 のを自身で考案 し,『あけぼの』の発行

や点字図書の出版に取 り組んだ.視 覚障害者が見常

者 と同等の教養を身につけ,「人」 として生きてい

く道を切 り開いた左近允は,そ の夢の結実を見 るこ

とな く明治42(1909)年 に39歳 で早世した.

　 2009年10月,左 近允が執筆 した 「発刊の言葉」

を含む 『あけぼの』創刊号が福岡県で発見され,視

覚障害関係者の間で話題 となった.前 述の 『点字

大阪毎 日』の16年 前,日 露戦争直後に点字新聞が

発行されていた事実はこれまでほとんど知 られてお

らず,『 あけぼの』の実物も筑波大学附属視覚特別

支援学校が100号 以降をわずかに収蔵するのみだっ

た.私 は 『あけぼの』が 日本 の近代史研究の重要

な新史料となることを確信 したので,「発刊の言葉」

を墨字訳して引用する(本 稿末の 「付録IV」 参照).

　 この 「発刊の言葉」の中で注目すべきは 「六つの

光は輝きて,闇 の夜は明け初めぬ」 という文言であ

る.六 っの光は点字を意味している.闇 から光への

転換はあ りふれた言い回しだが,失 明体験(闇)か

ら出発し,点 字新聞の発刊(光)に 辿 り着いた左近

允の発言だけに重みがある.『あけぼの』という新

聞タイトルには,点 字が左近允個人に,そ して明治

期の視覚障害者全体に 「光」を与えたことが見事に

凝縮されている.左 近允の先駆的業績は,ま さに日

本の視覚障害者たちにとって 「あけぼの」であり,

彼の 「六っの光」に託した熱情は,大 正期の 『点字

大阪毎日』などに受け継がれていく.

　 日本ライ トハウスの創設者 ・岩橋武夫(1898～1954)
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は 『あけぼの』の精神 を継承 し,昭 和13(1938)年

に点字の総合雑誌 『黎明』を創刊した.岩 橋は 「愛

盲」の語を用いて戦前 ・戦後の視覚障害者運動 を

リー ドしたが,彼 の課題は社会啓発 と同時に,マ イ

ノリティである視覚障害者の団結を図 ることだっ

た.敗 戦直後の 『黎明』において,彼 は次のように

述べている.「愛盲運動 とは盲人が一般社会か ら愛

されるためへの運動ではなしに,盲 人がその住む闇

の祖国 ・盲界を愛 し,盲 教育を愛 し,盲 人職業を愛

し,相 互に美 しい愛を自己献身的に捧げ合って初め

て成立する」(岩橋,1947:2).

　岩橋は盲界,盲 人教育,盲 人職業の源泉である点

字の価値にも頻繁に言及 している.「愛盲」の概念

は,共 生社会,ノ ーマライゼーシ ョンを標榜する現

代の視覚障害者にそのまま受け入れられるものでは

ないが,目 が見えないことに何らかの積極的アイデ

ンティティを見出す思考 は,21世 紀にも応用でき

るだろう.点 字は単なる文字というだけでなく,視

覚障害者集団の象徴,ま さしく文化だった.そ の

文化を今 日まで伝承 してきたのは視覚障害者自身で

あったという歴史も忘れてはなるまい.『あけぼの』

『黎明』は,視 覚障害者の文化を同世代,そ して次

世代へと伝える 「of　theblind」 の点字メディアだっ

た といえよう.そ こには 「六つの光」によって視覚

障害者の連帯 と社会的地位の向上を意図する左近允

や岩橋の同胞への 「愛」8)が込められていた.

5.「from」 一だれが点字を活かすのか一

　 以上,2節 ～4節 の分析 によって,視 覚 障害者文

化 としての点字の歴史 と現在が明 らか となった.点

字の本質 は 「by　the　blind」(創)「for　 the　blind」(使)

「of　the　blind」(伝)の3点 にま とめ ることができ る
.

視 覚障害者 自 らが創 り,使 い,伝 える 「六つの光」

は,今 後 もユニー クな文字文化 として存在感 を保持

し続けるに違いない.こ こで点字の基本で ある 「by」

(創)と 「for」(使)に 関 して,異 論 を唱 え る者 は

い ないだ ろ う.し か し,第 三の 「of」につ いては,

歴 史的意義 は認め るものの,未 来 に向か う理論 とし

て は説得力 に欠 ける面がある。

　 テ レビや インターネ ッ トで さまざまな情報 にアク

セスできる今 日,点 字新聞の役割は相対的に低下 し

ている.パ ソコンを活用 して一般社会で働 く若い視

覚障害者には,も はや盲界 という 「闇の祖国」への

郷愁はない.特 殊教育から特別支援教育への移行の

下,盲 学校ではなく地域の普通学校に進学する視覚

障害児も増加 している.さ らに,視 覚障害者の職業

的選択の幅が広が り,鍼 灸 ・按摩 箏曲などの伝統

的職種は彼 らの専業ではなくなった.視 覚障害者の

ライフスタイルが多様化する中,盲 人教育,盲 人職

業 という意識は希薄化している.

　 このような時代状況下で点字の生き残 りをめざす

ためには,ア イヌ語などの少数言語の保護政策に学

ぶことも必要だろう.点 字は言語そのものではない

が,創 ・使 ・伝を特徴 とするコミュニケーションの

道具 という点において,マ イノリティの言語問題に

通じる側面を持っている.学 校教育や各種の人権啓

発事業において,少 数言語 と連携を取 りながら,点

字の21世 紀的あり方を模索することが大切である.

　点字の創造的未来を築 くためには,「of　the　blind」

を補完する 「from　the　blind」 という新たな視座の確

立が望まれる.左 近允や岩橋たちが追い求めた 「of」

では,ど ちらかといえば視覚障害者間の情報伝達,

当事者同士が意思を伝え合 うことに重きが置かれて

いた.こ の 「of」の原則を基礎 としつつ,こ れから

は 「from　the　blind」の姿勢で点字の活力を見常者に

発信 していくことが重要 となろう.

　 そもそも私が企画展 「…点天展…」で強調 したの

は,ル イ ・ブライユが単なる視覚障害者用の文字の

考案者ではないという史論(私 論)だ った.点 字の

特徴は,わ ずか6個 の点の組み合わせで多種多様な

言語,数 字,音 符などを表現できることである.つ

まり,ブ ライユは点 というシンプルな素材を用い

て,こ の世界のあらゆる事象を記録することに挑戦

した ともいえる.

　 かつて視覚障害者は"音"と"声"の 領域で個性

を発揮していた.前 近代の人々の 「目に見えないも

の」への信頼 と宗教的ニーズから生まれたのが,死

霊 と交信するイタコの口寄せであ り,琵 琶法師が創

造 ・伝播した 『平家物語』だった.近 代社会の到来

とともに,文 字による知識伝達が主流 となる中,視
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覚障害者は文字を持たない存在として排除された.

そのような弱者に文字を与え,見 常者中心の社会に

参加する道を開いたのがブライユの業績である.

　だが,じ つは彼の偉業は"字"に 限定されるもの

ではない.ブ ライユは文字をも含む森羅万象を 「点

で示す」新たな方法を提案 した.それは"音"や"声"

に匹敵する触覚による"示"の 誕生だった.見 た目

には複雑な事象をあえて単純な点で示そうとしたブ

ライユの 「点示」は,視 覚(見 常者)に 対する触

覚(視 覚障害者)か らの異議申し立てともいえるだ

ろう.見 常者が近代化の過程で失ってしまった感覚

(生き方)の 多様性を呼び覚ます起爆剤 となるのが
「点示」なのである.ル イ ・ブライユが 「点示の創

始者」だ とすれば,彼 の理念を具現化 した 「点示の

実践者」がヘレン・ケラー(1880～1968)だ った.

　従来,ヘ レンは見えない ・聞こえない ・喋れない

三重苦を克服 した 「奇跡の人」として尊敬 されてき

た.視 覚も聴覚も 「使えない」彼女が懸命に努力 し

て,米 国最難関の大学にパスし,社 会事業家 となっ

て活躍する.三 つのマイナスを抱えるヘレンが,五

体満足の健常者でもなかなかできないことを成 し遂

げる.そ の苦難 と栄光の生涯が,と りわけ日本では

「奇跡」 として賞賛されるのである(岩 橋,1980).

　音声による情報入手が困難なヘレンにとって,教

養を身につける最大の,そ してほとんど唯一の方法

は点字を読むことだった.100年 以上 も前,点 字本

がきわめて少ない時代に大学で勉強 した彼女の苦労

は並大抵のものではなかった.だ が,彼 女の奮闘を

「奇跡」 として解釈するだけでは新たなヘ レン ・ケ

ラー像は描けない.企 画展 「…点天展…」では 「触

覚の開拓者」 としてヘレンを再評価することを提案

した(広 瀬2010).

　映画 『奇跡の人』のクライマックスでサ リヴァ

ン先生はヘレンの手を取 り,井 戸のポンプから流れ

る水にさわらせ 「water」と指文字で綴 る.こ こで

ヘレンは世の中のあらゆる物に名前があることを悟

る.いわば彼女は触覚で世界を認識 した といえよう.

ヘレンが視覚と聴覚を 「使わない」代わりに触覚の

潜在力を極限まで追求したことこそ,「奇跡」 と呼

びうるのである.「使えない」(マイナス=量)か ら

「使わない」(プ ラス=質)へ の発想の転換は,テ レ

ビやインターネットなどによる情報に支配された視

覚優位の現代社会にあって,感 覚の多様性を再考す

るきっかけともなろう.

　ヘレン ・ケラーは究極の触覚人間だが,彼 女の先

輩 ともいえるルイ ・ブライユは視覚を 「使わない」

人生の中で 「点示」を編み出し,独 自の触覚文字を

残 した.ま ず視覚障害者自身が点字 とは触覚を活か

した文字であることを再認識し,「さわる力」の豊

かさをアピール してい くべきではなかろうか.現 在

の市民向け点字講座,小 ・中学校における点字学習

では視覚を 「使えない」障害者の不自由 ・不利益の

みに関心が寄せ られているが,視 覚を 「使わない」

触覚人間たちが主導する 「点示」講習会が立案され

てもいいはずである.点 字の触読などを介 して,見

常者が自己の身体に眠る触覚の可能性に気づ く.そ

んな小さな 「奇跡」が連続すれば,多 文化共生をめ

ざす日本社会は活性化するだろう.

6.お わ りに一"点 字力"の 未来 に向 けて一

　さて,「by」 「for」「of」は視覚障害者文化である

点字を定義す る3要 素だが,「from　the　blind」(活)

はこの文化を発展 させる方向性を示している.視 覚

障害者文化である点字を成 り立たせ るための論理

(創 ・使 ・伝),そ してそれを社会に発信する 「活」

のエネルギーを総称して"点 字力"と 呼ぶことにし

たい.点 字に 「力」の字を加えたのは,視 覚障害者

文化が含み持つ社会変革のダイナミズムを鼓吹する

戦略ともいえよう.

　まず点字を文化 とする意識(創 ・使 ・伝の共通

理解)が21世 紀の人類に広まった上で,多 文化共

生社会における点字の活用術を考えていくことが重

要である.見 常者はもちろん,視 覚障害当事者間に

も"点 字力"の 自覚が薄い現状で,「だれ もが楽 し

める点字」「点字を通じた異文化間コミュニケーショ

ン」などと言っても,空 疎な共生社会論,上 辺だけ

のバ リアフリー政策に屋上屋を架すのみだろう.私

は 「活」の方向性 として,あ えて 「with」ではな く

「from」を使ったが,そ れは"点 字力"の 担い手で

ある視覚障害者の主体性を重視 したいか らである.

一76一



広瀬:"点 字力"の 可能性一多文化共生社会における点字の役割一

以下では本稿のまとめとして,"点 字力"を 充実さ

せる四つの課題を整理することにしよう.

　① 「by」:盲学校(視 覚特別支援学校)に おける

点字教育の拡充.昨 今の盲学校 は児童 ・生徒数の減

少,重 複障害児の受け入れなどにより,点 字を用い

る授業,点 字そのものの学習が実施 しにくい状況 と

なっている.だ が,視 覚障害者に対する点字の基礎

指導は盲学校が担当すべきである.点 字教育におい

ては,と くに視覚障害当事者が自分たちの使いやす

い文字として点字を考案 し,育 んできた歴史を周知

徹底することが大切だろう.点 字の成立 ・発展史を

支えた 「by　the　blind」の精神は,視 覚障害者に勇気

と自信を与えるものである.

　② 「for」:普通小 ・中学校,一 般市民向けの点字

講習会の新展開,最 近では小学3・4年 生の国語教

科書などで点字が紹介され,全 国の小 ・中学校で点

字の体験学習が行なわれるようになった.ま た福祉

系の大学や専門学校の授業,各 種ボランティア養成

講座で点字に接する人も増えている.こ れらは視覚

を 「使えない」障害者に対する優 しさを育てる面で

有益である.し かし,点 字が触覚文字であることは

あまり強調されていない.点 字を通 じて,さ わる

楽しさや奥深さを体験する講習会があってもいいの

ではなかろうか.視 覚を 「使わない」障害者の 「さ

わる力」に着目すれぼ,優 しさのみに偏る 「for　the

blind」の思想も変化するだろう.

　③ 「of」:視覚障害者の近代史の発掘.本 稿でも
一部引用 したが

,『あけぼの』『点字大阪毎日』『黎明』

など,視 覚障害の読者を対象 とする点字メディアが

近代の日本にあって重要な役割を果たしてきた,点

字のみで書かれた雑誌,新 聞は近年の情報バリアフ

リーの理念 とは相容れないものだが,質 と量の両面

において,単 なる情報保障を超える意義を有してい

た.点 字刊行物は見常者には利用 しに くい史料だ

が,視 覚を 「使わない」研究者が責任を持って 「知

られざる近代史」を掘 り起 こしていくことが期待さ

れる.共 生,ノ ーマライゼーションなどが尊重され

る今だからこそ,歴 史に根ざす 「of　the　blind」の理

論構築が必要なのではなかろうか.

　④ 「from」:点字(点 示)を 活用 した新たな人間

観の確立.将 来的には触覚文字である点字が福祉の

枠組みではなく,一 般教養 として見常者に受け入れ

られることが望ましい.点 字の一般教養化について

は,す でに実績のある英語などの外国語教育の功罪

に学ぶことも不可欠だろう.繰 り返 しになるが 「点

字=視 覚障害者の文化」 という観念が成熟 しない

状況で,安 易に点字の一般教養化を求めても時期尚

早,非 現実的である.上 記①～③の課題がある程度

クリアされた段階で,「from　the　blind」の方向での

文化発信が有効 となるだろう.点 字(点 示)に 込め

られた創造力と発想力は,多 文化共生をめざし変容

する日本社会に指針を与えて くれるはずである.

　 "点字力"の 可能性は広 く深い.本 稿がその沃野

を開拓するための一助となれば幸いである.

注

1)現 在,「 目が見える人=晴 眼者」「目が見えない(見

　 えに くい)人=視 覚障害者」 というのが一般的な呼

　 称である.し かし,見 える(肯 定形),見 えない(否

　 定形)を 使う定義では,ど うしても優劣を内包する

　 ことになる.私 は 「視覚に依拠 した生活をする人=

　 見常者」「触覚に依拠した生活をする人=触 常者」と

　 いう新しい呼称を提案している(広 瀬,2009).本 稿

　 でも論旨を明確にするため,あ えて晴眼者の意で 「見

　 常者」を用いる場合がある.

　 　 なお,日 本では1970年 代後半ごろから 「盲人」と

　 いう語に代わって 「視覚障害者」がよく用いられる

　　ようになった.無 論 この二語の使い分けについて

　 は個人的な好みもあるし,と くにこだわりがない場

　 合 も多い.た だし 「人」ではな く 「者」の字を使 う

　　ことで,社 会への統合を意識する面が強 まったのは

　 確かだろう.本 稿では 「視覚障害者 二点字使用者」

　　として論述するが,実 際には視覚障害者の中に多数

　 の弱視者が含まれることにも注意 しなければならな

　 い.

2)私 は点字以前の視覚障害者用文字を集 めた企画展

　 「さわる文字,さ わる世界」を2006年 に国立民族学

　 博物館で開催 した(広 瀬,2007:91-118).京 都盲唖

　 院関係の資料は京都府立盲学校の資料室に所蔵され,

　 京都府の重要文化財指定を受けているが,視 覚障害

　 関係者以外に広 く紹介されたのは本展が最初だった.

　 　 この企画展の展示資料を選定する際,大 河原欽吾

　 『点字発達史』から有益な情報を得た,本 書初版は

　 1937年 に培風館から刊行されているが,現 在で も包

　 括的な視覚障害者用の文字の歴史を知るための基本

　 文献である.な お,本 稿執筆に当たっては,日 本点

　 字図書館発行の復刊本(1987年)を 参照した.

3)視 覚障害関係者の間では,点 字に対 して目で認識す
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　 る文字(通 常文字)は 「墨字」 と呼ばれている.手

　 書き文字 も,パ ソコンを使ってプリントァウトした

　 文字も 「墨字」である.点 字ユーザーの私にとって

　 は点字が 「通常文字」であり,そ もそも何をもって

　 「通常」とするのかが曖昧なので,本 稿では 「墨字」

　　という語を用いることにしたい.

4)毎 日新聞社が発行する週刊の点字新聞.80年 以上も

　 点字の新聞が継続 している例は世界的にも珍 しく,

　 現在は通巻4500号 を超えている,

5)大 多数の点訳 ボランティアが座右の書 としている

　 『点字表記辞典(改 訂新版)』 に従えば,漢 語 と和語

　 の違いにより次のような点字表記をすることになる

　　(点字表記辞典編集委員会,2002).「 車椅子」(く る

　　ま□いす),「 藁ぶき屋根」(わ らぶきやね),「 土地探

　　し」(と ち□さがし),「部屋探し」(へやさがし),「味

　　噌ラーメン」(み そ口ら一めん),「 塩 ラーメン」(し

　　おら一めん).日 本語の多様な複合名詞を点字表記す

　　るために何らかのルールが必要なことは理解できる

　 が,そ のルールがどこまで点字使用者(視 覚障害者)

　 　に支持されているかは疑問である.

6)私 は2005年 度から大阪樟蔭女子大学において 「バ リ

　　アフリー文化論」(日本文化史実習)を 担当している.

　 本授業は琵琶法師やイタコの歴史 と合わせて,視 覚

　　障害者文化の一つ として点字の成立 ・発展史を概説

　　するプログラムである.

7)2009年8月,兵 庫県立盲学校同窓会は特許出願時の

　 設計図を元にして,左 近允孝之進の点字活版印刷機

　　を復元 した.本 機は企画展 「…点天展…」開催に当

　　たって国立民族学博物館に寄贈 され,日 本における

　　視覚障害者の文化史を裏付ける貴重な資料 として保

　　管されることとなった.

8)左 近允も岩橋もキリス ト教徒だった.使 命感に裏打

　　ちされた彼らの自己犠牲的活動の根底には,キ リス

　　ト教的人類愛(ア ガペー)が あったと思われる.
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【付録 口

　　　　 点字の考案者ルイ ・ブライユ関連年表

1809年 　1月4日,パ リから北東約40キuに あるクーブ

　　 レ村に生まれる.

1812年(3歳)馬 具職人の父の仕事部屋でナイフ(錐)

　 　 により片方の目を突き負傷.他 の目も交感性眼炎を

　　起こして失明する.

1819年(10歳)2月15日,パ リ盲学校に入学.6月,フ

　　 ランス軍の砲兵大尉だったバルビエは,フ ランス学

　　士院に書簡を送 り,軍 の暗号 として考案した 「ソノ

　　 グラフィー」(12点 点字)に 対する批評を求める.

1820年(11歳)　 年末,バ ルビエは12点 点字が視覚障害

　　者の役に立つのではないかと考え,パ リ盲学校を訪

　　 問.ギ イエ校長は12点 点字の採用を断る.

1821年(12歳)2月,ギ イエのあとを継いでピニエがパ

　　 リ盲学校の校長 となる.彼 はバルビエの訪問を受け

　　て,12点 点字を盲学校で実験的に使用する.点 と線

　　でフランス語の発音を表現する12点 点字は,浮 き出

　　 し文字よりわか りやす く,自 分で書 くこともできる

　　 ので,生 徒たちに歓迎される.

1822年(13歳)バ ルビエ(55歳)に 面会 し,12点 点字

　　 について,① 音ではなく文字を書けるように,② 句

　　読点や数字 ・楽譜も書けるように,③ 縦長の12点 は

　　指で読むのが不便であるから点の数を減らすように,

　 　 などの改良を依頼.バ ルビエは自分の方式に固執す

　　 る.

1824年(15歳)バ ルビエの12点 点字を半分の6点 にす

　　 ることを考える.

1825年(16歳)バ ルビエの12点 点字を改良し,ア ルファ

　　 ベット(ア クセント記号も含む)と 数字や句読点を6

　 　 つの点 と小さな線の組み合わせで書き表す方法を作

　　 り上げる.ま た,合 理的な点字楽譜の表記体系も工

　　 夫する.こ の方法は生徒たちの間に広 まり,ピ ニエ

　　 校長も有効性を認める.

1899年(19歳)8月,母 校の助教師に採用され,文 法 ・

　　 地理 ・算数 ・音楽を教える.

1829年(20歳)　 『言葉,音 楽,単 旋律聖歌を盲人のため

　　 に点で書き表す方法』と題する本を出版,

1833年(24歳)正 教師に任命される.盲 学校近 くの教会

　　 のオルガン奏者 となる.

1836年(27歳)盲 学校の生徒だったイギリス人ヘイター

　　 の依頼で 「W」をアルファベットの点字に加える(フ

　　 ランス語ではWを 用いないため,ブ ライユの点字に

　　 は含まれていなかった).

1840年(31歳)点 字に好意的だった校長ピニエ退職 点

　　 字使用に強 く反対 していた副校長デュフォーが校長
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　　 となる.

1843年(34歳)4月 初 め,病 気静養のためクーブレに帰

　　 り,6ヶ 月間滞在 した後,パ リの盲学校に戻る.ブ ラ

　　イユの不在中,デ ュフォー校長は点字を禁止する.

　　 11月15日,現 在の地に新しい盲学校の校舎が完成す

　　 る.

1844年(35歳)2月22日,新 校舎落成式が挙行される.

　　政府関係者 も含む多 くの来客の前で,生 徒たちがブ

　　 ライユ点字で読み書きを実演 し,喝 采を博した.以

　　後,点 字の使用禁止令は解かれる.

1852年(43歳)1月6日,盲 学校の寄宿舎で死亡.ク ー

　　 ブレ村に埋葬される.

1854年 　 フランス政府はブライユ点字を視覚障害者の文

　　 字として公式に認める,

1952年 　6月22日,ブ ライユの遺体は故郷クーブレ村か

　　 らパリに移 され,ビ ク トール ・ユゴーやエミール ・

　　 ゾラなど多 くの国民的英雄を祀る 「パンテオン」に

　　 葬られる.

【付録ll】

　　　　 日本点字の翻案者 ・石川倉次関連年表

1859(安 政6)年 　 1月26日,遠 江国浜松名残組屋敷に生

　　 まれる.父 は浜松藩士.幼 少期に藩の学問所で漢籍

　　 や西洋の砲術,英 語を学ぶ.

1868(明 治元)年(9歳)12月,藩 主の国替えにともない,

　　 家族で上総国鶴舞藩に移 り住む.

1875(明 治8)年(16歳)3月18日,千 葉師範学校教員

　　 検定試験に合格,一 等授業生に任命される.4月 より

　　 水沼小学校で読書 ・算術 ・習字を教える.

1884(明 治17)年(25歳)1月27日,東 京虎 ノ門で開

　　 かれた 「かなの くわい」会場で,小 西信八と初めて

　　 会 う.

1886(明 治19)年(27歳)3月6日,小 西信八の招きで,

　　 訓盲唖院に赴任する.

1887(明 治20)年(28歳)10月,訓 盲唖院は東京盲唖

　　 学校 と改称.小 西信八 は,上 野の東京教育博物館館

　　 長 ・手島精一からイギリス製の点字盤を借 りて帰 り,

　　 ローマ字式点字で日本語を生徒に教える.小 西は,

　　 ブライユ点字が視覚障害者の文字 として優れている

　　 ことを確認する.

　　 12月9日,東 京盲唖学校助教諭および書記に任じら

　　 れる.か ねてより墨字による教育に疑問を感じてい

　　 た小西か ら,ブ ライユ点字を日本語の仮名に組み替

　　 えることを依頼される.

1889(明 治22)年(30歳)東 京盲唖学校教官 ・遠山邦太

　　 郎がブライユの6点 点字で五十音を表すことにほぼ

　　 成功する,石 川はこれに刺激されて,さ らに研究を

　　 続け,現 在の日本点字を創案する.

1890(明 治23)年(31歳)11月1日,東 京盲唖学校で

　　 開かれた第四回点字選定会において,石 川倉次の点

　　 字案が日本点字 として採択される.

1893(明 治26)年(34歳)9月11日,東 京盲唖学校訓

　　 導 となる.

1894(明 治27)年(35歳)3月8日,前 年に輸入した点

　　字製版機 を使って,日 本で最初の点字出版物 「大婚

　　廿五ノ春 ヲ祝シ奉ル(訓 盲字本)」(「明治天皇銀婚式

　　奉祝歌集」)を発行.

1898(明 治31)年(39歳)2月15日,点 字拗音を発表.

　　 日本点字の完成

1899(明 治32)年(40歳)12月4日,東 京高等師範学

　　校教諭兼訓導に任ぜられる,東 京盲唖学校でも国語

　　 の授業を受け持っ.

1900(明 治33)年(41歳)8月,パ リで開かれた万国博

　　 覧会から,石 川倉次の点字に対 して金杯が贈られる.

1901(明 治34)年(42歳)4月22日,石 川倉次が翻案

　　 した点字五十音,お よび点字拗音が 「日本訓盲点字」

　　 として官報に掲載される.

1910(明 治43)年(51歳)盲 唖分離が行なわれ,東 京盲

　　 学校は雑司ヶ谷に新築 される.石 川は東京聾唖学校

　　 教諭として残る.

1925(大 正14)年(66歳)3月31日,小 西信八校長 と

　　 ともに東京聾唖学校を退職

194Q(昭 和15)年(81歳)11月1日,点 字制定50周 年

　　 記念式が行なわれ,東 京盲学校に来校,職 員 ・生徒

　　 から謝恩の言葉を受ける.

1944(昭 和19)年(85歳)12月23日,疎 開先の群馬県

　　 安中町で死亡.

※ 「ルイ・ブライユ関連年表」および 「石川倉次関連年表」

　　は,日 本点字委員会提供の資料に基づき,企 画展 「…

　　点天展…」のために作成 したものである.本 稿掲載

　　に当たって,項 目を取捨選択し再編集した,

【付録川】

　　　　　　　『点字大阪毎日』の発刊の言葉

　点字大阪毎日はいよいよ本 日,第 一号を発刊します.

発刊の目的は,失 明者に対して自ら読み得 る新聞を提供

し,本 社発行の各種の新聞 と相まちそ,新 聞の文化的使

命を徹底せ しめん とするにほかありません.か くして,
一方には盲人に対し一個の独立せる市民として社会に活

動するに必要な知識 と勇気 と慰安 とを与え,他 方にはこ

れまで盲人に対して眠れる社会の良心を呼び覚まさんと

するのであります.盲 人教育発達し,盲 人の自覚せ る欧

米には,今 日,普 通人 と失明者 との差別,ほ とんど撤廃

せられ,盲 人は学芸に,実 務に,そ の他社会各方面にお

いて,普 通市民と肩を並べて活動 しているのであります.

悲 しいかな日本には,ま だ盲人が自己の力に目覚めず,

社会もまた盲人に対する人道的責任観念薄きため,失 明

者はまったく廃人としての取 り扱いを受けているありさ

まです.ま ことに文明国 としての一大恥辱であります.

点字大阪毎 日は,こ の恥辱をぬぐい去る文化的戦士とし

て,世 にいでたのであります,読 者諸君の愛護 と私ども

の奮闘 とにより,本 紙が健全なる発達を遂げ,日 本にお

ける文明機関の一 として,世 界の盲人界に気を吐 く時期

に一日も早く達せんことを衷心より祈ります.
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※ 「発刊の言葉」原文は点字だが,企 画展 「…点天展…」

　　のために点字毎日編集部の協力を得て墨字訳した.

【付録IV】

　　　　 点字新聞 『あけぼの』の発刊の言葉

　振古未曾有の戦勝によって国運いよいよ盛んならんと

するの時,我 ら盲界のみ,あ にひとり旧態に安んずべけ

んや.宜 しく時世 に伴い大いに伸張発達せざるべからざ

るや,論 なきな り.我 輩つ とに薫陶のことに従い,し き

りにその将来を慮るところ有 り.つ いに点字新聞の発行

を企て,こ こにあけぼのの色めでたく,そ の初号を発刊

するに至れ り.六 つの光は輝きて,闇 の夜は明け初めぬ.

凱旋の曲勇ましく,迎 えし新玉の年の初めにおいて,初

めて読者にまみゆるは本紙の最も光栄とするところなり.

戦勝国の真発展に伴 う我が盲界の新現象として,い ささ

か世に示すに足 らんか.思 うに出版事業は人智の開発に

関係するところ頗 る大な り.し かるに近来我が盲界に点

字を学ぶ者,日 に増加 しつつあるにもかかわらず,そ の

読み物乏しきために,せ っか く習い得たる文字も,そ の

効用少なきが如き有様なるは遺憾の次第な りとす.さ れ

ば我輩が今回,新 聞紙発行の計画をなすも決して無益の

ことにあらざるを信ずるな り.も し,そ れ春の朝の学び

の窓,秋 のタベの家の庭,本 紙を友 とせば,文 の林の花

の色 学びの海の月の影,自 然のそれにも増して楽 しみ

多かるべ し.た だ恨むらくは創業の際 編集,印 刷の体

裁未だ整わず,こ とに紙数の少なきは経済上やむを得ざ

るものありて,読 者の満足を買 うこと能わざるを,希 わ

くば少 しく整 理の日を待ちて改良を加 えんことを期す.

愛読者諸君,幸 いにこれを利用せられんことを請う.な

ほ,こ の一号は見本 として一般民に進呈することとし,

訓盲院卒業生二五〇余名,盲 人会員中の有志者三〇〇余

名,他 に新聞社一一〇余箇所,総 計六七〇余部を発送せ

り.願 わくば本社の微志を賛せられ引き続き愛読あらん

ことを.敬 白

※ 『あけぼの』については,古 賀副武氏,安 富義哲氏(と

　　もに元兵庫県立盲学校教諭)か ら種々ご教示いただ

　　いた.「 発刊の言葉」の本稿への引用も,両 氏のご協

　　力により可能 となった.記 して感謝の意を表したい.

(2009年12月11日 受付)

(2010年5月8日 修正版受付)

(2010年5月23日 掲載決定)
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